
H30/8/17宮城県ケアマネジャー協会大崎支部第2回研修会
「施設アセスメント研修会」

●利用者主体、再度知らされたと痛感させられました。

●施設ケアの考え方、他施設での対応について、地域での関わり方、対応について学んだ。
●施設のケアマネは本人や家族との話し合いが重要な事が分かった。
●運営基準についても知らなかった事があり、大変勉強になった。

●自立支援の考え違いをしていたのではと実感した。
●まだまだやれる事はあるという事、管理しすぎである事
●普段他の施設の方と話しをする機会がないのでいろんな話を聞く事ができて良かったです。

●非常に現実味があり、大変参考になりました。施設の考え方が多いが個別に重点を置く事が
大切である。

●本人の思い、できること、できないことを観る・・・わかっていても施設スタッフの声に左右されて
いる現状に反省しています。ケアマネとしての視点がぶれないようにしたいと思いました。

●施設研修に参加でき勉強になりました。今後も施設研修がある際には参加したいと思います。
スタッフを大切に、利用者を大切にしていく事が重要だと改めて感じました。

●管理しすぎる事で能力を奪ってしまう事、運営基準を振り返れたのも良かった。基本のケアに
立ち戻って考える事ができてよかった。
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●本来の施設の在り方を振り返った事で今までの当たり前に思って介助していた事をもう一度再
確認できた。
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●改めて個別ケアについて出来ていない部分に気づく事ができた。今後も研修会などでアプロー
チ方法を学んでいきたい。

●施設は専門性が高いのだから在宅でできない事がやれなければならないという言葉が心に刺
さりました。

●基本的な事柄をもう一度原点に戻って研修によって考えさせられました。よりあやふやに思っ
ていた事がすっきりしました。

●利用者の主体性が大事ではあるが、もっと具体的なケアプランの記入方法、表現方法を知り
たい。現場でのプランがどんなものがあるのかそういう事も勉強したい。

●こちらの都合のプランになっていると感じた。他スタッフにもこの研修に出て感じてほしい。施設
では制限している事が以外に多いんだと感じた。もっと利用者一人ひとりの声を聴いていかなけ
ればと思う。あまり自由になってもどこまでＯＫでどこまでＮＧかの判断も難しいと思う。

●問題を無くそうとするのではなく。本人主体で話し合いいい方法を考えていく事が大切だという
事を学んだ。介護者の都合でケアしていた事を反省した。

●どう利用者を観ていくか、施設全体でどう観て取り組んでいくべきか改めて考えさせられまし
た。それぞれの職種の専門性を発揮してチームケアで取り組む事の大切さ、当たり前の生活をど
う支援していくかを念頭に置いて利用者を観ていく事。

●利用者主体だけでなく職員主体も考えられる事なのかと知った。話し合いを重ねて利用者に
とって本人らしい生活になるよう努めたいと思った。

●主体は利用者という事をケアスタッフに伝え、高齢者ケアの専門職という意識付けをしながら
協働してケアマネとして連携していきたい。

●施設や職員に合わせるのではなく利用者様の生活に合わせる事を考える事が大切。「管理」と
は誰のために・・・なのか考える。

②今回の研修会で学んだ事、感じた事
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●「周辺症状は介護者を映す鏡である」この言葉をスタッフにも伝え一緒に考えていきたい。

●本人、家族、職員間での話し合いが必要だと感じた。

●担当者会議にご本人、ご家族に参加して頂くことの重要さを改めて感じました。
●職員との情報交換が大切と感じた。本人と家族からのお話を聞く事の重要性を感じた。

●専門性を高くする⇒関わるスタッフ一人ひとりが大切にされ尊重されているか。

●まずは「話し合う」事を大切にしたい。当たり前の生活を意識して近づける努力をしたいと思う。
●生活リハの部分を難しく考えてましたが、小さなところから一緒に行えるようにしたい。
●利用者の自立に近づけられるような支援ができるようにしていきたいと思う。

●利用者ができる事を見つけ、できる事はしてもらう。

●話し合いの大切さを痛感した。毎日一つでも他職員の良いところを見つけ声をかけていきたい
と思った。

●「主体である利用者ときちんと話し合う」大切な事ですが出来ていなかったと痛感した。もう一
度原点に戻ってできる事からやってみようと思った。普通の生活が送れる、自分だったと考えると
難しい事ではないのに、「施設」というだけで色々制約ができ、生活の質を低下させてしまう事に
繋がると感じた。一人では変えられないので、少しずつスタッフを巻き込みながら考えていこうと
思う。

●家族との連携を密にして、お互いの信頼関係を築き、ご本人が何を望むのか分割して検討し
ていきたいと思った。ケアマネだけが理解していても、一緒に働くスタッフにも理解してもらう事が
必要だと思った。

●これまで継続してきた生活がどのような方法でできるのだろうという視点を含めてその人を見
ていきたいと思う。

●プランを立てるとき、主観が入ってしまう事がある。利用者の視点に立つ事が大切である。必
ずしも自分の感じている事が利用者のニーズが合致していない事を改めて感じた。

●どうしても他人の悪い面をみてしまう。スタッフ間でどうしても起きてしまう事である。それが利
用者への対応に影響していると思う。

●「利用者本位」に立ち返り、よく話を聞いて計画を立てていけるようにしたいと感じました。一方
的にならないことが基本だとよくわかりました。

●可能な限り、自宅で普通に暮らしている人と同様の環境で生活する権利を持っている。利用者
が主体である。

●本人を観ることが大切と教えられてきましたが、何ができるのかと考えながら見ていただけで
今までのような普通の生活ができるよう支援する視点が欠けていたように思いました。

●利用者に関わるスタッフ一人ひとりが大切にされ尊重されることによって、利用者に対していい
ケアに繋がるという事。利用者主体で利用者の話をよく聞いていきたいと思った。

③今後の支援にどのように生かしていきたいか。

●ケアプランを作成するにあたって基本に立ち返れたと思いました。スタッフ間のほめあいの大
切さ、それが利用者様への良いケアに繋がるという事がわかりました。

●「周辺症状は介護者を映す鏡である」ということで、介護の現場でケアする側の立ち位置がしっ
かりしていないとと改めて感じさせられました。

●本人、家族、スタッフとの話し合いが大切であると認識した。施設に入所しても「当たり前の生
活」が継続できるよう支援していきたい。

●本人と話し、本人と決める事の重要性を改めて感じました。いろんな施設の方からの情報を得
る事もできて良かった。管理しすぎのケアではなく、支援者も楽しみながらケアをしていきたい。

●管理する、自由を奪ってしまう、できる機能を奪っている可能性がある、色々制限がある中でも
どうしたら本人のやりたい事が実現できるか本人との話し合い、職員間での話し合いを持っていく
事で本人主体のケアプランが作れる。

●主体は誰かを分かっていながら昔ながらの施設ケアを今も提供している事に恥ずかしさを感じ
ました。しかしながらまだまだ昔ながらのケアを提供している施設の多さを知り、今後どのように
ケアをしていくべきかを考えていこうと思いました。

●施設ではどんな事をして過ごせるか、とても知りたかったので、今回研修参加できて施設の大
変さもありながらできる範囲でリスク管理をしながら努力している様子が分かりました。

●在宅と施設の考え方が同じところもあれば違うところもありとても勉強になりました。思っている
以上に施設は色々してくれるんだなと感じました。
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●施設内で勉強会を開催し、資料を参考にしていきたい。

●伝達研修を行い、スタッフ一人ひとりの考え方をもう少し変えていきたいと思う。
●どのような利用者であってもその方の考えが十分にくみ取れるようにしたい。
●利用者本人の意欲を奪わないよう役割や楽しみを持って生活できるような計画書作成したい。
●利用者を地域で生活していく個人としてみて支援したい。
●今までの常識を見直す。
●諦めないで話し合いを重ねる事。利用者を巻き込んで進めていく事。
●職員が同じ視点で利用者を観ていけるよう、施設ケアの基本を伝えられたらと思う。
●「自分がやられて嫌な事はしない」当たり前の事だとスタッフと話していきたい。

●職員の意識統一

●手順と利用者、家族との関わり方

●家族への支援の在り方。利用者を観察するうえでの注意点
●事例を通しての研修会をお願いしたい。

●看取りの定義、看取りと医療行為について

●具体的な取り組み内容についての話を聞きたい。(事例を通して)
●看取り後の職員のケアをどのようにしたらいいのか。

以上。

●介護職員も関わっているので急変時の対応や看取りケアになりましたよと言われた時の一人
ひとりに合わせた対応方法等難しい。

●当施設では看取り加算はとっていないが自然と看取りが普通になりつつあり、医療的な面で不
安に思っている事が多々ある。

●最後に立ち会えなかったなど、あとで問題が起きないよう家族に伝えておくべき事項を教えて
ほしい。

●自分達で考える事は利用者本人、介護者本人が前向きになれる、今後の支援に活かしていき
たい。

●結局Ｄｒ次第というところ。Ｄｒが臨機に来なければ看取りできない。結局病院へ搬送し死亡診
断となるところがジレンマ。

●看取りケアの利用者が入所している。いまはとても元気だが本人、家族の意向ですが今後ど
のような取り組みをしていきたいた学びたい。

●施設スタッフとの話し合いもとても大切だと感じた。利用者とスタッフがいい方向に動けるような
施設を目指せるといいなと思う。

●利用者の視点に立つにはどうしたらいいのか、利用者とよく話をし、どう感じているか、ニーズ
をしっかり把握できるよう努力していきたい。

●ショートロングを利用せざるを得ない方もいるんもで今日学んだ事を活かしながらケアプランを
作成していきたいと思う。

●本人の思いをよく聞き、提案をしてよく話し合い決定する。職場感のいい環境作りとしてまずは
一人ひとり大切に関わりを持っていきたい。

●再度、主体を意識してケアしていきたい。主体である利用者が参加できるよう現場のスタッフへ
も説明をして現場を変えていきたい。

④施設での看取りケアについて課題に感じている事、学んでみたい事

●施設ケアの役割について、再度スタッフと理解を深め、自施設での支援が利用者の自立を妨
げていないか見直していきたい。

●ご本人や家族と相談を重ねながら、自立を促すような支援を行うとともにリスクを想定したケア
プランを立てることも大切だと思う。

●スタッフ一人ひとりがプロである事、プロをしての意識を持ち介護する事が大切だと思った。一
人でケアプランを立てるのではなく。スタッフからのプロの意見をまとめ作っていきたい。

●プランは一人で作るのではなく、多職種と同じ考え方で作っていくものだと頭に入れ今後支援し
ていきたい。

●サービス担当者会議に利用者にも参加してもらう。認知症の方にも聞いてみる。一人ひとり違
うケアプラン作りを行っていきたい。
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